
12月 8日（土） 第 4回 介護に関する勉強会 

今年に入り、定期的に介護に関する勉強会をしていますが、第４回目となる今回は、薬剤師さんからお話を伺

う予定です。 

今まで３回の勉強会に毎回、薬剤師さんが参加してくださり、介護が必要な人にどんな関わりを持っているか

を端的に話していただきました。例えば薬の飲み忘れ、飲みづらさ、自己判断での休薬などに対して相談を受

けているというお話でした。介護が必要で自ら薬局に行くことが困難な方には薬剤師さんが訪問支援する事業

もあるということです。 

そこで、今回はもう少し詳しく、どんなケースで薬剤師の支援を利用している人が多いのか、また介護の必要

性の有無に限らず、私たちが薬剤師の専門性をより活かせるようにするために知っておきたいことについて、

お話をお聞きできたらと考えています。 

 

【日 時】2018年12月8日（土） 

14：00～16：00  

【場 所】特別養護老人ホームこぐれの里  

練馬区大泉学園町2－26－28  

（大泉学園駅から徒歩15分 北園の近く）  

【参加費】無料  

【問い合わせ先】 

かとうぎ桜子事務所  

電話 03-3978-4154 /FAX 03-3978-4158  

メール sakurako_happy_society@yahoo.co.jp  

 

※最近、台風など天候が荒れることが多いですので、  

ご参加ご希望の方は事前にお申込みいただくか、  

当日、開催の有無の確認のお電話をいただければ幸いです。  

または、かとうぎ桜子のブログ、ＳＮＳ等で開催の有無を  

ご確認ください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かとうぎ桜子プロフィール 
●1980年生まれ。現在、区議会議員 3期目。 
●慶応義塾大学文学部に在学中、ホームヘルパー2級の資格を取得 
●大学卒業後、夜間の上智社会福祉専門学校に入学、社会福祉士取得 
●ＮＰＯで介護の仕事をする中で、地域福祉・地域社会にさらに深く幅広くかかわる必要性 
を感じ、2007年区議会議員選挙に初挑戦、当選 

●公立保育園の民営化問題に疑問を感じ、区議の活動のかたわら立教大学大学院・21世紀 
社会デザイン研究科にて研究。2010年修了 

●2012年、検診で子宮頸がんが見つかり治療。女性の健康へのとりくみの必要性についても 
政策提言 

●2018年、地域の拠点・ウイズタイムハウスをオープン 
●大泉学園町４丁目に猫３匹と夫と住んでいる 

区政レポート 2018年 10-11月号 

（議会報告通号 Vol.123） 

 

〒178-0063練馬区東大泉 3-1-18-102 

電話 03-3978-4154  FAX03-3978-4158 

ＨＰ http://www.sakurako-nerima.com/ 

メール sakurako_happy_society@yahoo.co.jp 

 

 

        
 

 

 

 

 

かとうぎ桜子 
練馬区議会議員（無所属） 

 

メールマガジン発行中！ 

 

10月 6日 介護についての勉強会 

    

10
月
６
日
、
介
護
の
勉
強
会
の
第
３
回
目
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

今
回
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い

る
方
、
福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
の
仕
事
を
し
て
い
る
方
、
薬
剤
師
さ
ん
が
参

加
し
、「
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
？
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

ご
家
族
の
介
護
の
経
験
の
あ
る
方
、
親
の
こ
と
を
心
配
さ
れ
て
い
る
方
、

自
分
自
身
の
将
来
に
向
け
て
考
え
て
い
き
た
い
と
い
う
方
、
今
ま
さ
に
自
分

自
身
が
要
介
護
認
定
を
受
け
て
介
護
の
利
用
の
仕
方
に
不
安
を
抱
え
て
い

る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
区
民
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご

質
問
や
ご
相
談
事
な
ど
も
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
え
る
よ
う
な
有
意
義

な
会
と
な
り
ま
し
た
。 

２
０
０
６
年
の
介
護
保
険
制
度
の
改
定
で
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
名
称
が
分
か
り
づ
ら
い
の
で
な
じ
み
が
薄
い
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
生
活
で
心
配
な
こ
と
は
区
内
２５
か
所

あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
に
行
く
の
が
一
番
の
近
道
で
す
。 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
（
高
齢
の
ご
夫
婦
な
ど
）
の
家
庭
を
訪
問
す
る
事
業
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
や
っ
て
、
地
域
で
孤
立
す
る
人
の
出
な
い
取
り
組
み
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
ま
す
。 

国
が
「
介
護
保
険
以
外
の
方
法
も
使
っ
て
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
よ
う
」

と
言
っ
て
い
る
の
は
財
政
的
な
側
面
が
強
い
で
す
が
、
同
時
に
サ
ポ
ー
ト
の

多
様
性
と
い
う
点
で
は
制
度
発
足
当
時
よ
り
も
充
実
し
た
面
も
あ
る
と
い

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
介
護
の
必
要
な
人
が
楽
し
く
、
自
分
の
暮
ら
し
た

い
地
域
で
暮
ら
せ
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
し
な
が
ら
多
機
関
の
連
携
の
も
と
進
め
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
今
後
も
勉
強
会
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
制
度
の
課

題
と
解
決
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

二
〇
一
八
年
十
月 

か
と
う
ぎ 

桜
子 

駅でのレポート配布について 
かとうぎ桜子は、月に 1 回のペースで新しい区政レポートを作成しています。視察など遠出をする場合などに間が 

あくこともありますが基本的に 1 ヶ月で 1 めぐりするように、おおむね以下のようなスケジュールで朝の通勤時間 

帯（７時～８時３０分頃）に配布しています。 

  

・毎週月曜日：大泉学園駅北口 

（喫煙所の近く、駅正面のドトール前、グランエミオのビルの近く、みずほ銀行の近くの 4 か所を順番に回っています。月曜日が祝

日だったり、月曜日に視察等があり都合がつかないときには曜日を変更する場合があります。） 
・月 2 回、火曜日：大泉学園駅南口（１階ロータリーと２階デッキ） 

・水曜または木曜のうち月３回：保谷駅北口と南口（北口正面、線路沿いの道、南口西友前） 

・月 3 回、金曜日：石神井公園駅（中央改札側の正面、高架下、西口改札近く） 



                                                            

証
明
書
交
付
業
務
の
効
率
化
は
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
で
は
？ 

今
回
質
問
す
る
に
あ
た
っ
て
、
行
政
の
担
当
者
か

ら
貰
っ
た
資
料
を
ま
と
め
た
も
の
を
、
左
の
表
①
に

載
せ
ま
し
た
。 

右
下
の
「
証
明
書
発
行
を
め
ぐ
る
10
年
の
経
緯
」

の
欄
に
書
い
た
よ
う
に
、
住
民
票
等
の
証
明
書
発
行

業
務
は
こ
の
１０
年
ほ
ど
の
間
、「
業
務
の
効
率
化
」
を

標
榜
し
て
形
態
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
中
、
区
内
17
か
所
あ
っ
た
出
張
所
の
廃
止
等
に

よ
る
結
果
と
し
て
、
昨
年
度
は
特
に
区
民
事
務
所
で

の
発
行
数
が
、
と
て
も
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。 

 

表
①
に
詳
細
を
記
載
し
ま
し
た
が
、
２
０
１
７
年

度
の
区
民
事
務
所
で
の
発
行
数
は
、
２
０
１
６
年
度

と
比
べ
て
17
万
３
０
０
０
件
以
上
増
え
て
い
て
、
６

区
民
事
務
所
で
年
間
62
万
１
３
９
８
件
の
発
行
を
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
度
と
比
較
し
て
み
る
と
、
20

万
件
超
の
増
加
で
す
。 

そ
し
て
、
練
馬
区
民
事
務
所
だ
け
で
、
１
年
で
24
万

７
０
０
０
件
近
く
、
光
が
丘
、
石
神
井
で
そ
れ
ぞ
れ
10

万
件
を
超
え
た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
な
ど
を
利
用
し
て
住
民

票
等
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
自
動
交
付
機
が
昨
年
６ 

 

月
末
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
廃
止
に
よ
る
減

少
分
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
カ
ー
ド
に
よ
る
交
付
で

は
補
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。 

郵
便
局
で
の
発
行
件
数
は
、
２
０
１
５
年
度
を
ピ

ー
ク
に
減
少
し
て
、
そ
の
ま
ま
横
ば
い
の
状
態
で

す
。
そ
れ
は
法
的
な
制
約
が
あ
る
た
め
と
、
区
も
認

め
て
い
ま
す
。
（
左
「
担
当
者
か
ら
の
回
答
」
を
参
照
） 

つ
ま
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
交

付
機
も
、
郵
便
局
に
よ
る
証
明
書
の
交
付
も
、
自
動

交
付
機
の
代
替
に
は
な
り
得
て
お
ら
ず
、
そ
の
分
が

区
民
事
務
所
に
移
行
し
て
い
る
状
況
な
の
で
す
。 

た
だ
で
さ
え
出
張
所
が
廃
止
に
な
り
、
手
続
き
が

分
か
り
づ
ら
く
な
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
制
度
的
課

題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
カ
ー
ド

に
よ
ら
な
け
れ
ば
交
付
機
を
利
用
で
き
な
い
体
制

に
変
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
ツ
ケ
が
、
区
民
事
務
所

に
す
べ
て
回
っ
て
い
る
状
況
と
い
え
ま
す
。
事
実
、

表
②
に
あ
る
よ
う
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
は
区
の
当
初
見
込
み
の
半
分
程
度
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
制
度
の
行
方
が
ど
う
な
る
か

も
明
確
で
な
い
中
で
の
出
張
所
や
自
動
交
付
機
の 

 

廃
止
は
あ
ま
り
に
拙
速
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
。 

    

区
は
、
自
動
交
付
機
の
リ
ー
ス
を
続
け
る
よ
り
も
コ

ン
ビ
ニ
交
付
に
転
換
し
た
ほ
う
が
、
年
間
数
千
万
円
削

減
で
き
る
の
だ
と
い
う
説
明
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
区
民
が
困
る
状
況
に
な
っ
た
ら
本
末
転
倒

で
す
。 

今
後
、
高
齢
化
が
進
み
、
区
内
に
は
交
通
不
便
な
地

域
も
多
い
、
と
い
う
中
で
は
、
身
近
な
窓
口
の
果
た
す

役
割
は
大
き
く
な
る
一
方
の
は
ず
で
す
。
対
面
で
対
応

す
る
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
中
で
潜
在
化
し
孤
立
し
が
ち

な
区
民
の
み
な
さ
ん
の
困
り
ご
と
を
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
、
そ
の
役
割
を
放
棄
す
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

現
状
を
踏
ま
え
、
改
め
て
業
務
の
見
直
し
を
す
べ
き

で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

【かとうぎ桜子の質問に対する担当者からの回答】 

〇各区民事務所ではこれまで、 

・19 時までの夜間延長 

・練馬区民事務所の土曜開庁 

・混雑期の臨時窓口の設置 

などにより、区民の利便性、また、サービスの向上に努めてきた。 

それによって区民事務所における取り扱い事務は、証明発行件数も含めて増加傾向にある。現場では、

効率的な事務執行に努めながら、職務に当たっている。 

 

〇郵便局での証明書の発行業務は「地方公共団体の特定の事務の郵便局における取り扱いに関する法

律」を根拠として執行しているため、法的に一定の制約を受ける。 

例えば、区民事務所ならば印鑑証明書は印鑑登録証さえ持っていけば、委任状などなく配偶者や子ども、

または他人の証明書がとれるのに、郵便局では、本人の証明書しか取り扱うことができない。信頼する

家族にとってきてもらうといった使い方ができないわけです。また、住民票も、同一世帯の者しか取り

扱えないこととなっている。利用される方からすれば、使い勝手が悪いということになりましょうが、

残念ながら、これは郵便局との交渉で何とかなるものではないと考えている。 

それを踏まえて、より区民の皆様に認知される、認知度を上げていくことが課題だと考えている。出張

所を廃止する際に全戸配布した「お知らせ」には、コンビニ交付とともに、郵便局の利用をご案内した。

また、ホームページでも紹介しているのはもちろんです。廃止した出張所施設には、証明書をとること

のできる至近の郵便局をご案内する掲示をするなど、郵便局の利用促進に努めてきたが、まだまだ認知

度が低いような気がいたします。今後も一層の周知に努め、その利用を進めたいと考えている。 

 

〇区民にとって身近な、貴重な地域資源である郵便局の利用をさらに促すとともに、コンビニ交付がさ

らに進むよう、マイナンバーカードの普及に努めていく。 

 

練
馬
区
で
は
か
つ
て
は
、
区
内
１７
か
所
あ
っ
た
出
張
所
で
ど
ん
な
手
続
き
も
で
き
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
で
区
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
１０
年
の
間
に
効
率
化
が
進
み
、
出
張
所
が
廃
止
さ
れ
て
区

民
事
務
所
や
区
役
所
で
の
業
務
が
急
増
す
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
し
て
い
る
と
懸
念
さ
れ
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。 

９
月
の
区
議
会
定
例
会
に
お
い
て
２
０
１
７
年
度
決
算
の
審
査
を
す
る
中
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。 

証明書発行をめぐる 10年の経緯 

【2008年】 

出張所での手続き業務（引っ越しや印鑑登
録などの手続）の廃止。 

手続きができるのは６か所の区民事
務所（出張所からの役割・名称変更）だけに。 
【2014年】 

・出張所での証明書交付の業務廃止。 
・出張所の数と同じ 11の郵便局に証
明書交付を委託。 

【2016年】 

マイナンバーカードによるコンビニ
交付の開始 

【2017年】 

・出張所そのものを廃止 

・出張所等にあった自動交付機も廃
止。 

・マイナンバーカードを使って交付す
る証明書発行機を設置 

表① 

表② 

出
張
所
・自
動
交
付
機
の
廃
止
に
よ
り
、 

区
民
事
務
所
で
の
対
応
が
急
増
し
て
い
る 

効
率
化
や
予
算
削
減
化
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、 

本
末
転
倒
な
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。 


